
木育のウラ  1 月 30 日（日） 

第３部 木育・森育の未来はどっちだ？  
コーディネーター： 若杉 浩一(武蔵野美術大学)、谷地 大輔（パワープレイス） 
コメンテーター ： 津高 守（ＪＲ九州コンサルタンツ(株） 取締役副社長） 
出     演 ： 武蔵野美術大学のみなさん 

北海道木づかいチーム（鈴木 正樹、佐藤 司、山本 賢治、原田 泰、 
高田 傑） 
宮崎チーム（外山賢、石田達也、川上宰） 

 
武蔵野美術大学教授、若杉浩一が仕掛けた宮崎県そして北海道森町でのプロジェクト。
そこに参加した大学生、そしてしっかりと向き合った大人たちが素晴らしい議論を繰
り広げる。進行はタニチシステムの谷地大輔。３部はまさかの３時間超え真剣勝負。
ゆっくりと動画をご覧ください。 
 
 

 
 
 
 

新しい産業、社会をつくるために 
最終コーナーと言いつつ折り返し地点。ここからは大学３年生のメンバーと大人たちの対
決となる。産学協同プロジェクト研究。９月１０月の２か月間、大学生が地域や企業の実際



に存在するプロジェクトを取り扱う試み、地域資源の中で主に林業をやったチームのプレ
ゼンテーションと大人たちとの大議論。 
社会全体で新しいデザイン教育、創造的な思考を広げて新しい社会をつくらなければいけ
ない時代に来ている。そこでいかに武蔵美の学びを地域に浸透させていくか、そのためのバ
ックグラウンドが必要だと。そこで市ヶ谷に拠点を作り全国に羽ばたき新しい産業や人材
育成に向かっていく。そのためのプロジェクトを走らせている。その中で今日は北から南、
森町と宮崎のプロジェクトに発表してもらう。 
 
林業を通じてどんな新しい価値があるかというプロジェクト。林業と異業種が合体したチ
ームで新しい産業を作るという内容で今も続いている。 
 
 
 

宮崎チームの内容 
山の産業があるが大切なのは産業の付加価値だけではなく市民が山の価値を共有、認め、共
感する仕組みではないだろうか。その中心にあるのが「山学校」という学び楽しむための仕
組み、その中で山に感謝するフェス「山大感謝祭」、それと自然資本を我々が知るためのメ
ディア「IKIRU KUU」、山のメディア「LOGOS」、山の恵みから様々なアートワークを生み
出す「森ラボ」、今回の楽会ともリンクする内容「ウラ木育『やま学校』」、これらを考え提
案する。さらに進行役の谷知氏による、令和の租税制度としてふるさと納苗を行う「宮崎株
式市場」の提案も加わる。 
 
山林資源、自然資源から新しい地域の産業を提案するため、1か月森町に滞在してプロジェ
クトを実施。産業を作るための交流拠点のあり方、交流にいかに価値があるかをそれぞれの
立場から考えた。 

  



  

  
 
 
 

森町のチームの内容 
「活動日記を起こす」「5年後、10 年後の森町と自分の未来・関わりを考える」という課題
設定から、その内容はキーワードで綴られた。「名刺プロジェクト」「対話を促す宿」「森町
での生活の意味」「人と関わり対話する」「継ぐ」「変われる町」「鏡と額縁」「自認 関心 共
感」「世界を変えられるかもしれないという謎の自信」「いい未来をつくる」「出会った人 た
だその人のためにデザインをする」「森町未来予想図」。1 か月の生活の中で成長を見せてい
ただく発表の数々。 

  



  

  
 
 
 
宮崎チーム、森町チームを見守り続けた大人たちの熱いコメントと真剣な遊びの要素も混
ざりあう、濃厚な 3 時間強。あっという間のようにも感じた木育・森育楽会の 2 日間は、参
加者、視聴する楽会員の感涙を誘いながら締めくくられた。 
 
 

   



 



 
1 日目の第 2部に出演された平田美紗子さんによるイラストレポート 


